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1.銀行融資の基本講座

第2回銀行の種類と役割

銀行系金融機関は主に民間企業です。
これにはメガバンクから地方銀行、信用金庫、信用
組合などが含まれます。
融資や経営相談、決済サービスの提供など多岐に
渡ります。

政府系金融機関は、政策金融公庫などが該当しま
す。これらは政府が直接的または間接的に資金提
供を行い、特定の政策目的を達成するために設立
された機関です。

低利の貸し付けがなされることや政策を反映した融
資制度などを設けているのが特徴です。
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銀行系金融機関には、都市銀行、商工中金、地
方銀行、信用金庫のように様々な種類が存在し
ます。

中小企業が融資先として考えるべきは
地方銀行、または信用金庫です。

特に信用金庫や信用組合は小規模な企業や個人
向けの融資を中心にしているため、地域の経済
状況などに基づいて融資が行われ、交渉しやす
い金融機関でもあります。

銀行系金融機関の全体像

ここがポイ
ント！！
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政策金融公庫とは

株式会社日本政策公庫法に基づいて
2008年10月1日付で設立された財務省
所管の特殊会社です。

日本に5つある政府系金融機関の一つで
創業時など利用しやすい金融機関です。

初めて創業するお客様は政策金融公庫に相談す
ることが多く審査のハードルは最も低い金融機
関とされています。
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最初の入口は国民生活事業部

小規模事業者(個人事業含む)、創業企業などを
支援することが役割ですが、日本政策金融公庫
の審査通過率は、50～60パーセント程度で、申
込者の半分近くは審査に落ちています。
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これだけ知っておきたいポイント

【ポイント】
今回、ぜひ覚えておいていただきたいのは、事業資
金の借り入れ経験がない場合、最初に融資を検討
するべきは政策金融公庫・信用金庫です。

【理由】
地元の中小企業や個人事業主を支援する役割を
担っているためです。しかし、ハードルが低いから
といって誰でも融資を受けられるわけではないの
でしっかりと準備を行うことが重要です。
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